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感染症
学校保健安全法第19条
校長は，感染症にかかつており，かかつている疑
いがあり，又はかかるおそれのある児童生徒等が
あるときは，政令で定めるところにより，出席を
停止させることができる．

学校保健安全法第20条
学校の設置者は，感染症の予防上必要があるとき
は，臨時に，学校の全部又は一部の休業を行うこ
とができる．



健康診断
 就学時健康診断（学校保健安全法第11条）

 市（特別区を含む．以下同じ．）町村の教育委員会は，学校教育
法第十七条第一項の規定により翌学年の初めから同項に規定する
学校に就学させるべき者で，当該市町村の区域内に住所を有する
ものの就学に当たつて，その健康診断を行わなければならない．

 在学中の健康診断（学校保健安全法第13条第1項）
 学校においては，毎学年定期に，児童生徒等（通信による教育を
受ける学生を除く．）の健康診断を行わなければならない．

 職員の健康診断（学校保健安全法第15条第1項）
 学校の設置者は，毎学年定期に，学校の職員の健康診断を行わな
ければならない．



3つの健康診断と実施主体
健康診断の種類 根拠法令

（学校保健安全法） 実施主体

就学時健康診断 第11条 市町村教育委員会
→「就学事務」

在学中の健康診断 第13条第1項 各学校

職員の健康診断 第15条第1項 学校の設置者
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学校評価
 学校教育法第42条

 小学校は，文部科学大臣の定めるところにより当該小学校の教育活動その他の学校
運営の状況について評価を行い，その結果に基づき学校運営の改善を図るため必要
な措置を講ずることにより，その教育水準の向上に努めなければならない．

 学校教育法施行規則第66条
 小学校は，当該小学校の教育活動その他の学校運営の状況について，自ら評価を行
い，その結果を公表するものとする．

 ２ 前項の評価を行うに当たつては，小学校は，その実情に応じ，適切な項目を
設定して行うものとする．

 学校教育法施行規則第67条
 小学校は，前条第1項の規定による評価の結果を踏まえた当該小学校の児童の保護
者その他の当該小学校の関係者（当該小学校の職員を除く．）による評価を行い，
その結果を公表するよう努めるものとする．



学校評価
種類 根拠法令 内容・主体

自己評価 学校教育法施行規則
第66条 学校の教職員による評価 義務

学校関係者評価 学校教育法施行規則
第67条

保護者・地域住民によっ
て構成された学校関係者
評価委員会が，自己評価
の結果について行う評価

努力義務

第三者評価 なし 外部専門家等による評価 任意





学期・授業開始時刻の決定と学年
学期・休業日の決定権（学校教育法施行令第29条）
公立の学校（大学を除く．）の学期並びに夏季，冬季，
学年末，農繁期等における休業日又は家庭及び地域にお
ける体験的な学習活動その他の学習活動のための休業日
（次項においては「体験的学習活動休業日」という．）
は，市町村又は都道府県の設置する学校にあつては当該
市町村又は都道府県の教育委員会が，公立大学法人の設
置する高等専門学校にあつては当該公立大学法人の理事
長が定める．

授業開始時刻の決定権（学校教育法施行規則第60条）
授業終始の時刻は，校長が定める．



事項 決定権限

教科・科目ごとの標準授業時数 文部科学大臣

学期及び長期休業日 設置者（市町村又は都道府県）
の教育委員会

授業終始の時刻 校長

学期・授業開始時刻の決定と学年（cont.）
決定権限の違い（公立学校）





 指導要録（学校教育法施行規則第24条第1項）
 校長は，その学校に在学する児童等の指導要録（学校教
育法施行令第31条に規定する児童等の学習及び健康の状
況を記録した書類の原本をいう．以下同じ．）を作成し
なければならない．

 出席簿（学校教育法施行規則第25条）
 校長（学長を除く．）は，当該学校に在学する児童等に
ついて出席簿を作成しなければならない．

 健康診断票（学校保健安全法施行規則第8条）
 学校においては，法第13条第1項の健康診断を行つたと
きは，児童生徒等の健康診断票を作成しなければならな
い．

学校に備えるべき表簿



学校に備えるべき表簿（cont.）
学校教育法施行規則第28条
 学校において備えなければならない表簿は，概ね
次のとおりとする．

（略）
四 指導要録，その写し及び抄本並びに出席簿及び
健康診断に関する表簿

（略）
２ 前項の表簿（第二十四条第二項の抄本又は写し
を除く．）は，別に定めるもののほか，五年間保存
しなければならない．ただし，指導要録及びその写
しのうち入学，卒業等の学籍に関する記録について
は，その保存期間は，二十年間とする．
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